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	HP用①1-14-1 ◎コーポレートガバナンス・ガイドライン2025-07-22 - コピー
	第１章 総則
	第1条 （目的）
	第2条 （本ガイドラインの改廃と公表）
	本ガイドラインの改廃は取締役会の決議によりおこなう。ただし、改訂内容が株主総会または取締役会で決議された事項に付随し必然的に改廃する事項や、本ガイドラインの運用を明確にするための記述の追加、修正等の軽微な改廃については、管理部門を管掌する取締役の決裁で改廃する。なお、改訂した場合には適時適切に内容を公表する。

	第3条 （コーポレートガバナンスの定義）
	第4条 （企業理念およびコーポレートガバナンスの基本的な考え方）
	第5条 （コーポレートガバナンス体制の整備、充実に関する基本方針）

	(1) 倫理やコンプライアンスに照らして問題のある活動には関与しない。
	(2) 違反、逸脱、過失等は率直に認め、すみやかに是正措置と再発防止措置を講じる。
	(3) 組織における役割、責任、権限ならびに情報の伝達経路を明らかにする。
	(4) すべての役員および社員に対して十分な教育と厳格な評価を継続して行う。
	(5) 経営方針と行動規範に基づき、すべての対象組織において毎年度、適切な自己監査を行う。
	(6) 経営の優先課題として活動に取り組む。
	第２章 株主の権利・平等性の確保
	第6条 （株主総会）
	(1) 当社は最高意志決定機関である株主総会において、株主が議決権を行使することは、株主の重要な権利であることを認識し、その行使にあたって、十分な検討期間を確保し、適切な議決権行使ができるよう、次のとおり環境整備に努める。
	① 定時株主総会の招集通知を株主総会日の２週間前以上に発送するとともに、発送前までに当社ホームページなどで開示する。
	② 議決権電子行使プラットフォームの利用など、株主総会に出席しない株主を含む全ての株主が適切に議決権を行使することのできる環境の整備を常に検討する。
	③ 株主との対話の充実および正確な情報提供などの観点を考慮し、株主総会開催の集中日を避けるなど、関連日程の適切な設定をおこなう。
	④ 信託銀行等の名義で株式を保有する機関投資家等が、株主総会において議決権行使等をあらかじめ希望する場合は、信託銀行等と協議し検討をおこなう。

	(2) 株主総会の決議事項に関する議決権行使結果は、内容の確認と分析をおこない、賛否の割合や質問内容について検討する。

	第7条 （株主権利の保護）
	(1) 支配権の変動や大規模な希釈化をもたらす資本政策（増資、ＭＢＯ等を含む）をおこなう場合には、取締役会・監査等委員会が、その検討過程での独立社外役員の意見、必要性、合理性の十分な検証を行って開示し、必要に応じて決算説明会や株主総会などで十分な説明に努める。
	(2) 自社株式が公開買付けに付された場合は、速やかに企業価値、株主共同の利益に資するものかの検討をおこない、取締役会としての考え方を開示する。また、株主の権利を尊重し、株主が公開買付けに応じることを妨げない。

	第8条 （株式の大量取得行為に関する対応策）
	第9条 （株主の平等性の確保）
	第10条 （株式共同の利益を害するおそれのある取引に関する手続き）
	(1) 当社は、当社と役員または主要株主等との取引に該当するものについては、当社や株主共同の利益を害することのないよう事前に取締役会の承認を要するものとする。また、定期的に関連当事者間取引も含めて調査をおこない、内部監視を継続しておこなう。
	(2) 当社はインサイダー情報管理規程で未公表の重要事実の取扱いを定め、当社の役員、従業員が内部者取引を行うことを未然に防止することに努める。

	第11条 （資本政策の基本方針）
	第12条 （株式の政策保有および政策保有株式に係る議決権行使に関する基本方針）

	第３章 ステークホルダーとの適切な協働
	第13条 （ステークホルダーとの関係構築）
	当社は、持続的な成長、中長期的な企業価値の向上を目指し、そのためには株主ならびに全てのステークホルダーとの信頼関係を構築し、協働することが重要と認識する。そのために健全かつ透明性が高く、経営環境の変化に即応し、迅速かつ適切な意思決定ができる組織体制の確立を極めて重要と捉え構築に努める。また、サステナビリティとダイバーシティについても重要な対応課題と捉えており、倫理・コンプライアンス管理規程に定める行動指針および行動規範に則り積極的、能動的に取組む。

	第14条 （内部通報）
	(1) 当社は、倫理・コンプライアンス管理規程を設け、禁止されている行為が行われている、またはその疑いがあるという情報に接した役員および社員等が、その情報を直接提供することができる内部通報制度【相談窓口】を経営企画管理グループ（内部監査）に設置する。
	(2) 内部通報制度等を通じて受け取った情報の監督として、コンプライアンス・リスク管理委員会を運営し、その運用状況を監督する。
	(3) 内部通報者のプライバシーは保護され、通報者の利益を図る。また、誠実かつ正当な目的で通報した人物に対し、情報提供をおこなったことを理由に不利益な取扱いはおこなわない

	第15条 （行動指針および行動規範）

	第４章 適切な情報開示と透明性の確保
	第16条 （情報開示の基準）
	(1) 当社は、株主をはじめとする様々なステークホルダーから理解を得るため、適時適切に情報開示をおこなうことは必要不可欠と認識している。その実践のため、会社方針を「ディスクロージャーポリシー」として定める。また、法令に基づく開示以外にも、重要と判断される情報は任意で当社ホームページなどに情報開示をおこなう。
	(2) 当社は上記方針に加え、下記内容を定めて適時適切に情報開示をおこなう。
	① 企業理念・経営理念等
	② コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針
	③ 取締役および執行役員候補者の指名方針および手続きと個々の候補者の指名理由
	④ 取締役および執行役員報酬の決定方針および手続き

	(3) 当社は、国外のステークホルダーへの対応を鑑み、必要な範囲で英語の情報開示をおこなう。


	第５章 コーポレートガバナンスの体制
	第１節　　　 機関設計
	第17条 （機関設計）
	(1) 当社は、会社法上の機関設計として、監査等委員会設置会社を選択する。この機関設計により、過半数の社外取締役を含む取締役３名以上で構成される監査等委員会が、取締役の職務執行の組織的監査を担い、代表取締役をはじめとする取締役に対する監督機能の強化を図る。
	(2) 当社は、経営の意思決定・監督機関と業務執行機能の分離をおこなうため、執行役員制度を導入する。執行役員は会社方針に基づき、代表取締役の指揮監督のもと業務執行を担う役割と位置付けし、取締役に準じて選任し取締役会で決議する。
	(3) 当社は常にコーポレートガバナンスの最適化のため会社法上の機関設計を検討し、その選択をおこなう。


	第２節　　　 取締役会
	第18条 （取締役会の役割・責務）
	(1) 経営全般に対する監督機能を発揮し、経営の公正性・透明性を確保すること
	(2) 代表取締役をはじめとする経営陣の指名、評価およびその報酬の決定および方針の策定
	(3) 中期経営計画の策定と、計画の進捗に対する対策と分析
	(4) 当社が直面する重大なリスクの評価および対応策の策定
	(5) 当社の重要な業務執行の決定

	第19条 （取締役会の構成・運営）
	(1) 取締役会の構成は、専門知識や職務経験などの多様性を鑑みながら会社方針に従い選任し、取締役（監査等委員であるものを除く。）は12名以内、監査等委員である取締役を３名とし、その構成する取締役の中に、独立性判断基準に則った社外取締役を２名以上置くこととする。
	(2) 取締役会議長は社長がおこなう。取締役会議長は定款および取締役会規則に則って運営し、議論の質を高め、取締役会が効果的かつ効率的に運営できるよう努める。
	(3) 当社の取締役（監査等委員である取締役を含む。）は別に定める取締役および執行役員候補者の指名方針および手続きに従って指名する。

	第20条 （取締役会審議の充実）
	当社は、取締役会において、充実した議論がおこなわれるよう、次の事項をおこなう。
	(1) 取締役会の議案に関する資料とあわせ、審議に必要な資料を事前配付する。また、取締役は必要に応じ、取締役会資料について関連部門へ情報や資料提供を求める。
	(2) 社内取締役（常勤する監査等委員を含む）は社内の重要会議に出席し、取締役会に上程される事案について検討・協議する。
	(3) 社外取締役に対し必要な情報がある場合は、上記内容とあわせ職務遂行の補助を内部監査課が窓口となっておこなう。
	(4) 取締役会の事務局および運営は、人事総務グループ（総務チーム）が窓口となっておこなう。

	第21条 （取締役会評価）
	当社は、取締役会において取締役会の実効性および自らの役割などについて、毎年自己評価や分析をおこなう。その後提出された内容の分析、評価をおこない、結果を取締役会に提出する。

	第22条 （取締役等の報酬決定手続き）
	(1) 当社は、取締役（監査等委員である取締役を含む。）および執行役員の報酬等は取締役および執行役員報酬の決定方針および手続きに基づき取締役会で決定する。
	(2) 当社は、監査等委員である取締役の報酬等は取締役および執行役員報酬の決定方針および手続きに基づき監査等委員会で決定する。


	第３節　　　 監査等委員会
	第23条 （監査等委員会の役割・責務）
	監査等委員会は、効率的かつ実効的なコーポレートガバナンスの構築を実現し、それを通じて当社が持続的に成長し、長期的な企業価値向上の実現を図ることについて監査等委員会規則に規定した内容について役割、責務を負う。

	第24条 （監査等委員会の構成・運営）
	監査等委員会の構成は、専門知識や職務経験などの多様性を鑑みながら会社方針に従い選任し、監査等委員である取締役は３名とし、その構成する取締役の中に独立性判断基準に則った社外取締役を２名以上置くこととする。
	(1) 監査等委員会は、決議により監査等委員会の長および常勤の監査等委員を決定する。
	(2) 監査等委員会の委員の過半数は独立社外取締役とし、様々な分野で知識と経験を持った人物とする。


	第４節　　　 取締役
	第25条 （取締役の役割・責務）
	(1) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）の任期は、選任後１年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までとし、株主総会で選任される。
	(2) 選任された取締役は定款および取締役会規則に則り善管注意義務および忠実義務を負う。
	(3) 取締役は、その役割と責務を果たすために必要な知識であれば、費用を含め会社の支援にて習得することができる体制とする。

	第26条 （監査等委員である取締役の役割・責務）
	(1) 監査等委員である取締役の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までとし、補欠の監査等委員である取締役を若干名選任し、監査等委員と同様に株主総会で選任される。
	(2) 選任された監査等委員である取締役は定款および監査等委員会規則に則り善管注意義務および忠実義務を負う。
	(3) 監査等委員である取締役は、その役割と責務を果たすために必要な知識であれば、費用を含め会社の支援にて習得することができる体制とする。

	第27条 （社外取締役の役割・責務）
	(1) 社外取締役は、独立性判断基準に充足するものを選任する。
	(2) 社外取締役は、様々な分野で知識と経験を持った人物を選任し、取締役会が決定した経営戦略および経営方針に照らして、当社の経営の成果および経営陣のパフォーマンスを検証、評価し全ての株主共同の利益の観点から意見表明をおこなうことを役割と責務とする。
	(3) 社外取締役は、必要な社内情報がある場合は内部監査課が窓口となり、関連部門および管掌取締役と連携を取ることができる体制とする。
	(4) 社外取締役は、社外取締役のみでの情報共有が必要な場合は、随時招集し会議をおこなうことが出来る体制とする。
	(5) 社外取締役は、その役割と責務を果たすために必要な知識であれば、費用を含め会社の支援にて習得ができる体制とする。


	第５節　　　 会計監査人
	第28条 （会計監査人）
	(1) 当社は、会計監査人が株主・投資家に対して財務報告の信頼性を確保する責務を負っていることを認識し、適正な監査の確保に向けて会計監査人と共同で対応する。
	(2) 当社は、必要に応じて会計監査人と代表取締役等との定期的なディスカッションの場を設ける。


	第６節　　　 執行役員
	第29条 （執行役員）
	(1) 執行役員は別に定める取締役および執行役員候補者の指名方針および手続きに定める選任方針に基づき、職務能力評価と業績貢献度評価等の業績・人事評価結果を踏まえ、代表取締役と共に人事総務グループ長が候補者を選定・協議をおこない最終候補者を推薦し取締役会で選任される。
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